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1．大阪大学 大学院等高度副プログラム 「高度溶接技術者プログラム」 

大阪大学では、大学院生が IIW 国際溶接管理技術者資格「IWE」を取得する上で必要となる一つ

の条件を得て、卒業できるよう教育する「高度溶接技術者プログラム」を実施しています。ここで

は、その概要を紹介します。 

「高度溶接技術者プログラム」では、就職後に、IIW 国際溶接管理技術者資格制度の最上位の

IWE の資格を「特認コース」で取得するのに役立つようカリキュラムが組まれています。本プログ

ラムを修了し、ものづくり分野で溶接・生産関連技術者として 4 年以上の実務経験をつむとともに、

より実際的な知識の習得に努めると、IWEディプロマ資格を取得するための受験要件を満足します1)。

この「高度溶接技術者プログラム」は、大阪大学の「大学院等高度副プログラム」として実施され

ています。 

大阪大学は、学際融合教育として、学部・研究科等の枠にとらわれない教育を推進しており、そ

の一環として「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」という枠組みを大学院教

育で設けています。これらのプログラムは、それぞれの教育目標に沿った、一定のまとまりのある

授業科目で構成されており、各プログラムが定める修了要件を満たせば、各自が所属する大学院の

課程を修了（各自の主専攻を修了）する際に、当該プログラム（副専攻プログラム、あるいは高度

副プログラム）の修了認定証が同時に交付されます 2)。「高度溶接技術者プログラム」は、高度副プ

ログラムの中の一つです。表 1 に 2013 年度（平成 25 年度）の大学院等高度副プログラムの一覧を

示します。2013 年度は 45 の高度副プログラムが実施されています。これら各プログラムは、各プ

ログラム実施組織が定める個別の制限が無ければ、履修対象者は全研究科ということになります。

よって例えば、文学研究科に所属する院生が工学、医学に関するプログラムを履修する、あるいは

逆に、工学研究科に所属する院生が世界諸地域の歴史・文化、あるいは安全保障に関するプログラ

ムを履修する、といったことが可能になっています。 

「高度溶接技術者プログラム」は、このようなプログラム群の中の一つとして大阪大学院生に提

示されています。「高度溶接技術者プログラム」の実施部局は、大阪大学 工学研究科（実施責任

者：大阪大学 工学研究科 マテリアル生産科学専攻 平田好則 教授）で、連携部局は大阪大学 接

合科学研究所です。 
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2. 特認コースでの資格取得を対象とした「高度溶接技術者プログラム」 

次に、「高度溶接技術者プログラム」の履修対象者である大阪大学大学院生への履修勧誘・案内用

として作製した広報パンフレットを掲載します。本プログラムの教育目標、修了要件、開講科目一

覧を載せています。修了要件は、必修の 4 科目 8 単位を含めて 10 単位以上となっています。これら

を履修することで、IIW 国際溶接管理技術者に要求されている知識の修得として、IIW 履修ポイン

トを獲得することができます。モジュール 1（溶接法・機器）、モジュール 2（材料・溶接性）、モジ

ュール 3（設計・力学）、モジュール 4（施工・管理）の各モジュールの、特認コースでの受験に必

要な IIW 履修ポイントは、必修の 4 科目を履修すると、その大部分を獲得できるようになっていま

す。なお、パンフレット中の学外実習・演習写真の提供は、株式会社ダイヘンおよびポニー工業株

式会社です。 

この「高度溶接技術者プログラム」は、「大阪大学 接合科学研究所 国際溶接技術者（IWE）コー

ス」3)と連携しており、IWE コースを履修する大阪大学院生は、この高度溶接技術者プログラムも

履修することになっています。ただし、IWE コースは「標準コース」で IWE ディプロマ資格を取

得するものであり、大学院修士課程修了と同時の資格取得が可能ですが、高度溶接技術者プログラ

ムは「特認コース」での資格取得を想定しており、就職後に 4 年以上の期間が必要です。カリキュ

ラム上も、IWE コースでは、高度溶接技術者プログラムよりも 3 倍以上の必修科目数があります。

しかし、IWE コース履修生は、仮に必要単位数が足りずに IWE コースを修了できなくても、高度

溶接技術者プログラムの方を修了できれば、就職後に特認コースでの IWE ディプロマ資格取得を目

指すことができます。 

 

3. 溶接教育と大阪大学 

高度溶接技術者プログラムは、IWE ディプロマ資格の取得につながる教育プログラムであり、大

阪大学における高度専門職業人養成教育の役割を担っています 1), 3)-5)。一方、大阪大学における高度

副プログラムは、いわゆる文科系、理科系の枠組みをも超える学際融合教育の実施も期待されてい

ます。IWE ディプロマ資格取得に際しては、工科系 4 年制大学卒業者であることが求められていま

すので、いわゆる文科系 4 年制大学卒業者の大学院生は、資格取得はできません。しかし、資格取

得にこだわらず、将来、ものづくりメーカーへの進路選択も考えている文科系大学院生にとっては、

理系分野への素養を身に付けるプログラムとして有用だと考えています。その理由としては、「溶

接」が、もともと学際的で、かつ、ものづくり分野で広く利用されているものであることが一番で

すが、その他に、大阪大学生、阪大生としての面を考えると、かつて「溶接」の名前を冠した「溶

接工学科」あるいは「溶接工学研究所」が国内では過去に大阪大学にしかなかったという、大阪大

学の特殊性、独自性があります。この「高度溶接技術者プログラム」は、大阪大学だからこそ受講

できるプログラムである、と考えます。 

 

現時点では、高度溶接技術者プログラムの履修者は、大部分が IWE コース履修者でもある大阪大

学 工学研究科 マテリアル生産科学専攻 生産科学コース所属の大学院生です。しかし今後、工学系

他専攻、他コースのみならず、資格取得にこだわらない他分野の院生にも、本プログラムを通して

溶接の魅力、奥深さが伝わることを願っています。 
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